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海を越えた韓書と漢籍
京都大学人文科学研究所　教授

矢木  毅

海西と海東の『王勃集』
京都大学大学院人間・環境学研究科　教授

道坂昭廣

京都大学人文科学研究所　准教授

永田知之

行きて帰りし書物
―漢籍の往還をめぐって―

古いけれども古びない。歴史があるから新しい。

聴講無料・要申込み

会場ではなくオンラインによる開催になる場合があります

聴講ご希望の方は、右記URLのフォームから氏名・連絡先（住所・電話番号・E-mailアドレス）
をご記入の上、お申し込みください。【2月24日（金）17：00締切】。
受講票（ハガキ）をお送りいたします。（2月下旬から順次発送）

会場／ 一橋大学一橋講堂中会議場（千代田区一ツ橋 2－1－2）
学術総合センター内

2023年3月6日［月］10：3016：00

○詳しくは裏面をご覧ください。

kanseki ̶ tokyo@zinbun.kyoto̶u.ac.jpE-mail

URL http://www.kita.zinbun.kyoto-u.ac.jp/
2023_kanseki_tokyo

セミナーお申し込み
フォーム

京都大学人文科学研究所
附属東アジア人文情報学研究センター
〒606̶8265 京都市左京区北白川東小倉町 47



主催・問合せ先／京都大学人文科学研究所附属東アジア人文情報学研究センター 075̶753̶6997TEL.

■会場への交通機関
・東京メトロ半蔵門線
　都営地下鉄三田線・新宿線
　「神保町駅」A8出口より徒歩 5分
・東京メトロ東西線「竹橋駅」
　１ｂ出口より徒歩 5分

東京メトロ半蔵門線
東京メトロ東西線

都営新宿線
都営三田線

高速道路

●会場／ （千代田区一ツ橋２̶１̶２）

一橋大学一橋講堂中会議場
学術総合センター内
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＊定員を超えた場合はお知らせします。
●参加定員／80名（申し込み順）

＊申し込みの詳細は表面をご覧ください。
●申し込み期限／2月24日（金）17 : 00 締切

●プログラム 司会　古勝隆一（人文科学研究所教授）

◎休　　憩11：45～13：00

◎休　　憩14：00～14：20

◎休　　憩15：20～15：35

◎質問への回答

◎閉会挨拶

15：35～15：55

15：55～16：00

10：30～10：45 ◎開会挨拶 東アジア人文情報学研究センター長 池田　巧

14：20～15：20 ◎講　　演 海西と海東の『王勃集』
京都大学大学院人間・環境学研究科　教授 道坂昭廣

10：45～11：45 ◎講　　演　 
京都大学人文科学研究所　教授 矢木　毅

海を越えた韓書と漢籍

13：00～14：00 ◎講　　演 行きて帰りし書物
京都大学人文科学研究所　准教授 永田知之

―漢籍の往還をめぐって―

《
今
回
の
概
要
》

　テ
キ
ス
ト
の
「
情
報
」
が
瞬
時
に
世
界
を
駆
け

巡
る
時
代
。
古
く
か
ら
東
ア
ジ
ア
の
文
化
に
影
響

を
及
ぼ
し
て
き
た
中
国
古
典
籍
（
漢
籍
）
の
テ
キ

ス
ト
も
、
い
ま
で
は
全
文
画
像
や
電
子
テ
キ
ス
ト

と
し
て
容
易
に
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
テ
キ
ス
ト
の
校
訂
に
や
や
難
を

残
し
て
い
る
と
は
い
え
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ

る
検
索
の
便
宜
は
圧
倒
的
で
、
私
た
ち
の
研
究
の

ス
タ
イ
ル
す
ら
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
現
実
は

否
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、「
モ
ノ
」

と
し
て
の
手
ご
た
え
を
失
っ
た
テ
キ
ス
ト
に
、
な

に
か
し
ら
物
足
り
な
い
思
い
を
抱
い
て
い
る
方
も

少
な
く
は
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　『日
本
国
見
在
書
目
録
』
か
ら
『
経
籍
訪
古
志
』

に
い
た
る
ま
で
、
我
が
国
に
伝
来
し
た
漢
籍
に
関

す
る
研
究
に
は
膨
大
な
蓄
積
が
あ
り
、
そ
れ
は
今

も
営
々
と
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
宋
元
版
や
五

山
版
な
ど
、
天
下
の
孤
本
と
さ
れ
る
よ
う
な
有
名

な
典
籍
に
つ
い
て
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ご
く
一
般
的
な
普
通
本
に
つ
い
て
も
、
漢
籍

の
伝
来
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
秘
め
ら
れ
た
物
語
が
隠

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　今
回
は
特
に
日
本
に
伝
来
し
た
漢
籍
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
籍
の
「
モ
ノ
」
と
し
て

の
語
り
に
耳
を
傾
け
て
み
た
い
と
お
も
い
ま
す
。
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